
外出するときには
おまもりネットカードが
ありますよ。

そんな便利なものが
あるんやね！

自分のことは伝えにくい
し、何かあったときには
ふあんやなあ…

おまもりネット手帳
って何？

自分の病気のこととか
緊急の連絡先とかが
書いてあるんですよ。

そんなときには
おまもりネット手帳を
見せたらええやん！

でも外出するときに
持って行くには
大きすぎるし…

だからみんなで
持つようにしよう！

おまもりネット手帳 見本

おまもりネットカード 見本（表）

おまもりネットカード 見本（裏）

1

2

3

4

平成24年度  決算 平成25年度  予算

　去る、３月２５日と５月２９日の理事会・評議員会において、それぞれ平成２５年度予算・事業計画並びに平成２４年度決算・事業報告が審議され、承認
されました。より多くの区民、ボランティア、市民活動者、福祉専門職、区役所、地域活動協議会等の区内の団体と協働して、東成区の福祉課題の解
決に向けて取り組んでいきます。

●東成区社会福祉協議会では、東成区役所の委託を受けて「おまもりネット事業」を活用したセーフティネット構築事業を実施しています。

　手帳やカードを所持し情報を伝えやすくすることと合わせて、この事業の推進をとおして、普段の地域とのつながり・
支え合いを強めていくことをめざしています。
　また、いざというときのお守りとしても「おまもりネット事業」は安心をサポートする事業です。

　東成区内10校下の社会福祉協議会で高齢者食事サービス事業が実施され
ています。一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の方を対象とし、住み慣れ
た地域で孤立することなく、
地域住民と交流をもちながら
地域での生活を健康的に継
続していけるように取り組ま
れています。この活動は、利
用者からの利用料と、委託料
をもとに実施されています。

　区内11校下、15会場でボ
ランティアさんが中心となり、
住民が互いにふれあえる場
をつくる目的で実施されて
います。地域に所在する介
護保険施設を利用する方が
参加されていたり、障がい者
施設の手作りおやつなどを
コーヒー・紅茶等と共に提供
するなど、地域と施設とのつ
ながりづくりにもなっていま
す。もちろん、ふれあいを目
的としてなら、どなたでも参
加していただけます。

☆地域福祉活動サポーターを小学校下ごとに配置し、おまもりネット事業の推進や、その他さまざまな
　地域福祉活動の実施を支援しています。

　「おまもりネット事業」は校下社会福祉協議会が実施している活動
です。「誰もが住み慣れたまちで安心してくらせる」ことを目指し、希
望された方に「おまもりネット手帳」「おまもりネットカード」を無料で
発行しています。

収入の部
〔経常活動による収入〕

誰もが安心して暮らし続けられるまちづくりを推進します

賛助会員

布団丸洗い乾燥サービス事業（第2回目）のお知らせ

車いすの短期貸し出しをしています
“あなたとつくる福祉のまち”

善意銀行

　東成区社協の財源は、公費補助金、共同募金配分金、会費収入などです。
　賛助会員のみなさまからの会費収入は、安定した自主財源として、区社
協の事業・活動に欠かせないものです。
　東成区社協の活動の趣旨にご賛同いただき、賛助会員として支援してく
ださる方を募集しています。多くのみなさまの入会をお願いいたします。

広く区民のみなさまから、善意によるご寄付を受け、地域福祉の向上のために有効に
活用することを目的として、区社協では“善意銀行”を開設しています。

■地域福祉向上のために、金品をご寄付したい方
■冠婚葬祭のお祝いや香典に対する一部をご寄
附したい方
■募金活動やチャリティーバザーなどの収益を
福祉に役立てたいと希望された方
■社会貢献活動に取り組む企業・労働組合

　東成区社会福祉協議会協議会では、日頃から布団の衛生管理が難しい高齢
者世帯、障がい者世帯の方を対象に、生活環境の向上を目的に布団丸洗い乾燥
サービス事業を実施しています。この事業は、東成区の善意銀行の払い出し金
と大阪市寝具洗濯乾燥消毒サービス事業補助金により実施しています。

　高齢者や障がいのある方、病気やケガのため一時的に歩行が困難な方を対
象に車いすの短期貸し出し事業をしています。貸し出し期間は原則として1か月
以内です。期間の延長が必要な場合はさらに１か月以内の範囲で延長できます。

（１）加齢その他の事由により布団の衛生管理が困難な65歳以上の高齢者
で、介護保険の介護度が要支援（１・２）及び要介護（１～５）の方のうち、「ひと
り暮らしの方」及び「高齢者のみの世帯等に属する方」
（２）寝具の清潔保持が困難な重度障がい者世帯（障害者手帳１・２級の方）
平成25年10月1日（火）～10月12日（土）必着
平成25年12月2日（月）～12月14日（土）予定
布団1枚６００円　　毛布1枚２００円
お一人につき、３枚まで。（布団は最大2枚まで・原則として、利用者が現在使
用中のものに限る）
お住まいの校下社会福祉協議会協議会役員、町会長、民生委員、地域福祉
活動サポーターへお申込みください。

ご利用対象

申 込 期 間
実 施 期 間
自己負担額
利 用 枚 数

申 込 み 先

いずれも年額、口数に制限は
ございません。

※善意銀行へのご寄附は、税制上の寄附金控除の
　対象となります。

個人会員
団体会員
法人会員

1口 １,０００円
1口 ５,０００円
1口 ５,０００円

こんな方からご寄附を
いただいています

平成24年度 善意銀行寄附者一覧
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

OSAKA城南あおぞらねっとわーく
東成会・匿名／２件

㈱上六調剤薬局　　車いす　１台
大阪厚生信用金庫　深江支店　車いす　８台
ふれあい広場実行委員メンバー有志　コーナー用物品
物品寄附を含む 計7件 ご支援ありがとうございました。

賛助会員への入会、善意銀行への寄附についてのお問合せ：TEL6977-7031

備　　　　　考決算額勘定科目

〔施設整備等による収入〕

〔財務活動による収入〕
〔財務活動による収入〕

〔施設整備等による収入〕

予算額勘定科目

予算額勘定科目
〔経常活動による支出〕

〔施設整備等による支出〕

〔財務活動による支出〕

備　　　　　考決算額勘定科目
〔経常活動による支出〕

〔施設整備等による支出〕

〔財務活動による支出〕

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入　
事業費収入
共同募金配分金収入
介護保険収入
雑収入
受取利息配当金収入
経理区分間繰入金収入
分担金収入
経常収入計

積立金取崩収入
財務収入計

設備整備等収入計

組織構成会員会費、　賛助会員会費等
善意銀行 ・ 福祉募金
大阪市 ・ 市社協からの補助金
市社協からの事業（活動）助成金等
市からの事業委託金(地域包括支援事業・介護予防事業等受託）
事業実施における利用者負担収入等
共同募金配分金
デイサービス・新予防給付プラン等介護保険収入
実習生受け入れ諸経費等
定期預金・国債利息等
経理区分間事業経費の繰入等
事業共催経費分担

国債運用・ 高圧受電設備装置機器交換実施

3,330,250
1,571,871
73,044,177
2,544,000

100,167,505
1,179,940
7,197,961
64,719,694
181,639
3,035,884
3,903,125
20,459

260,896,505

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入　
事業費収入
共同募金配分金収入
介護保険収入
雑収入
受取利息配当金収入
経理区分間繰入金収入
経常収入計

施設整備等補助金収入
施設整備等寄附金収入
固定資産売却収入
設備整備等収入計

積立預金取崩収入
財務収入計

3,057,000
2,420,000
50,694,000
520,000

95,915,005
525,000
6,479,475
38,390,000
50,000

1,344,000
4,710,000
204,104,480

法人運営事業
助成事業
区地域福祉活動支援事業
共同募金配分金事業
地域福祉推進基金事業
善意銀行事業
あんしんさぽーと事業
在宅介護支援センター事業
介護予防事業
通所介護事業
居宅介護支援事業
老人福祉センター事業
子育て活動支援事業
その他事業（福祉募金事業等）
経常活動支出計

35,812,000
1,500,000
50,019,000
6,479,475
1,310,000
820,000
371,000
3,450,000
12,731,000
26,484,000
11,810,000
20,668,000
27,381,005
1,600,000
200,435,480

固定資産取得支出
施設整備等支出計

0
0

積立預金積立支出
流動資産評価減等による資金減少額等
財務支出計

0
0
0

当期資金収支差額合計
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

3,669,000
89,486,318
93,155,318

0
0
0
0

0
0

0

法人運営事業
助成事業
区地域福祉活動支援事業
共同募金配分金事業
地域福祉推進基金事業
地域福祉活動推進事業
善意銀行事業
あんしんさぽーと事業
地域包括支援センター事業
介護予防事業
通所介護事業
居宅介護支援事業
老人福祉センター事業
子育て活動支援事業
その他事業（福祉募金事業等）
経常支出計

法人運営管理事務費　・　助成金執行等
高齢者食事サービス事業、寝具洗濯乾燥サービス事業実施等
地域福祉活動支援（広報啓発・各校下社協活動支援）等
地域配分金・高齢者月間行事助成金・ふれあい広場開催経費等
ボランティア・市民活動センター開設経費並びに運営経費等
各部会・ネットワーク委員会事務費 ・地域福祉活動補助金等
その他事業経費への繰入・払出、預託金等
あんしんさぽーと事業費 ・事務費等
地域包括支援センター運営費・人件費等
介護予防事業費・人件費等
デイサービス事業の運営費・人件費・管理費等
居宅介護事業費・人件費等
老人福祉センター事業の運営費・人件費・管理費等
子育て活動事業費・つどいの広場事業費・人件費等
各校下社協への配分金　・　助成金支出等

8,453,470
7,539,830
53,749,406
7,197,961
3,279,360
12,497,685
254,779
319,560

37,238,253
11,893,179
29,307,926
33,313,038
21,930,569
27,820,540
1,834,215

256,629,771

固定資産取得支出
施設整備等支出計

発電機・難聴者用磁気ループアンプ・システムソフトウェア等659,925
659,925

固定資産取得支出
積立預金積立支出計

基金（資金運用）及び積立預金取崩40,058,565
40,058,565

当期資金収支差額計
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

1,436,984
88,049,334
89,486,318

37,888,740
37,888,740

〔経常活動による収入〕
収入の部

支出の部
支出の部

PROGRAM① ■おまもりネット事業■

PROGRAM② ■食事サービス活動■ PROGRAM③ ■ふれあい喫茶活動■

知っとこ☆持っとこ☆備えとこ☆おまもりネット

知っとこ

持っとこ

備えとこ

「地域のみなさまへ」

　「おまもりネット手帳」には本人のさまざまな情報が書いてあるの
で、自分では説明しにくい情報を伝えることができます。「おまもり
ネットカード」には、緊急連絡先等が書いてあるので、いざという時
に、本人・手助けしてくれた方の両方に役立ちます。

「高齢者・障がい者の方へ」

　「おまもりネット事業」を活用することで、まわりの方に普段のくら
しぶりを伝えることができます。それにより、地域福祉活動と福祉
サービスをつなぎ、地域で安心してくらし続けることができます。

東 小 橋 地 域
大 成 地 域
今 里 地 域
中 道 地 域
北 中 道 地 域
中 本 地 域
東 中 本 地 域
神 路 地 域
深 江 地 域
片 江 地 域
宝 栄 地 域

東小橋

大成

今里

中道

北中道

中本

東中本

神路

深江

片江

宝栄

東小橋

大成

今里

中道

北中道

中本

東中本

神路

深江

片江

420,150

1,288,050

558,049

725,243

1,069,475

899,313

2,957,037

982,137

1,734,534

2,405,777

436,027

1,630,012

700,771

1,017,292

1,620,925

1,364,398

3,349,543

1,305,833

1,829,054

2,577,722

６３０食

２１３４食

７６８食

１２６７食

１８６１食

１５８８食

５０４４食

１５６３食

２８６９食

4058食

４０回

４０回

２０回

２１回

３２回

２４回

９０回

２４回

３８回

99回

東小橋地域集会所

大成老人憩の家
（H25～大成地域集会所

に変更）

今里老人憩の家

中道老人憩の家

北中道地域集会所

中本老人憩の家

東中本老人憩の家

神路ふれあい会館

深江老人憩の家

片江地域集会所
片江老人憩の家

配食

配・会食

会食

配・会食

配・会食

配・会食

配食

会食

配・会食

会食

第1～4 (土)

第1～4 (水)

第2、4(水)

第2、4(土)

第2～4 (木)

第2、4(水)

毎週月･木

第2、4(金)

地域集会所

大成小学校
多目的室

今里公民館

老人憩の家

地域集会所
パクパクさんのお家
（中道1ｰ9ｰ3）

老人憩の家

老人憩の家
緑橋レックスマン
ション集会所

東中本公園集会所

ふれあい会館

南深江公園
地域集会所

地域集会所
老人憩の家

老人憩の家

14：00～15：00

14：00～16：00

11：00～16：00

13：30～15：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：30～15：30

13：30～15：00

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

10：00～12：00

13：00～15：30

13：30～15：30

◉事業利用上のご注意
この事業で利用される「おまもりネット手帳」「おまもりネット
カード」には、皆様の大切な個人情報が、掲載されています。この
個人情報を悪用されないよう、その管理や外出時の携帯につい
ては、十分に注意してください。おまもりネット手帳、おまもり
ネットカードに記載された情報を利用したい方（支援者）は、必ず
本人の了解を得たうえで、情報を取得し、使用してください。ま
た、使用に当たっては、本人を支援していくうえで、必要な要件
にのみ使用し、それ以外には使用しないでください。

東小橋2-1-30
大今里西2-15-1
大今里3-2-16
東小橋1-1-13
中道4-4-26
中本4-5-8
東中本2-16-16
大今里2-35-5
深江南2-9-34 
大今里南5-1-8
深江北1-5-23

東小橋地域集会所内
大成地域集会所内
今里公民館内
中道老人憩の家内
北中道地域集会所内
中本老人憩の家内
東中本老人憩の家内
神路ふれあい会館内
南深江公園地域集会所内
片江老人憩の家内
宝栄老人憩の家内

6977-1901
6977-1902
6977-1903
6977-1904
6977-1905
6977-1906
6977-1907
6977-1908
6977-1909
6977-1910
6977-1911

「活用しましょう！おまもりネット」

お問合せ・申込先
名　称 住　所 電　話

ふれあい喫茶活動
活動内容

校下名
活動場所

第2（水）

第4（日）

（月)～（金）

第1（水）

第2（金）

第3（金）

第1､3､5（月）

第3､4（月）

第4（水）

第3（日）

第1､3（火）

毎週（水）
毎週（土）
第３（水）

第1（木）男性限定
第3（火）男性限定

※会場の都合等により休止・変更される場合があります

第1～4（金）

平成24年度　高齢者食事サービス事業実施報告

第1～4 (木)
（H25～第１・３（木）に変更）

毎週(水)
毎週(土)

地域 活動内容 活動場所 実施回数 食数 総収入 総支出

東成区社会福祉協議会協議会 大今里南3-11-2 東成区在宅サービースセンター 6977-7031

ボランティアが自宅へ訪問して
利用者へ手渡す配食活動

テラス風で立ち寄りやすく（今里）

男性限定の日を設けて参加しやすく（宝栄）

みんなで食事をして
楽しくおしゃべりする会場活動

※各地域の地域福祉活動サポーターにご連絡ください。

こんなとき、おまもりネット手帳や
カードがあれば便利です。

※障がい者用おまもりネット手帳は、10月ごろ完成予定です。

終了時間は変わる場合が
あります。

発行／社会福祉法人 大阪市東成区社会福祉協議会
No.55
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この広報紙は共同募金の配分金を活用して作成しています。



モグモグキッチン体にやさしい
手作りおそうざい
　障がい者の支援をしている区内のNPO法人サラダ倶楽部 サラダぼーる（就労支
援B型・生活介護）が平成２５年５月１３日にモグモグキッチンをオープンしました。

平成２５年８月４日（日）15：00～17：30
東中本公園（東中本３-15）
区民まつり会場での区社協出店コーナーのお手伝い
（工作コーナーでの制作補助など）
男女問わず、たくさんの方の応募をお待ちしています。
７月24日（水）までに、東成区ボランティア・市民活動セ
ンター（☎６９７７-６３３６）までご連絡ください。
当日の活動の詳細や、役割分担などについては、事前
説明会を開催します。

　「毎日、日替わりのお惣菜を販売しています。保存料や着色料等は使用せず、まごこ
ろ込めて手作りしています。毎日でも手が届くお手頃価格（100円～200円）ですので、
お昼ご飯に、夕食のもう1品にいかがですか？」
大今里南1-12-1ビューティ今里一階　☎6974-9810
営業日時／月、火、水、金曜日　11：30～15：30

今
里
筋

モグモグキッチン多々喰さん

長堀通

千日
前通

トヨタネッツさん

ガストさん

東成区民まつり
区社協出店コーナーの
ボランティアを募集します！

東成区ボランティア・市民活動センター

日 時
場 所
活 動 内 容

募 集 人 数
申込み・問合せ

そ の 他

座談会参加者
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上田 利久さん
東成区北部地域包括
支援センター管理者

金中 美明さん
東陽地域総合相談窓口

相談員

伊野 栄子さん
東成区保健福祉センター

保健師

塩田 保寿さん
宝栄地域福祉活動
サポーター

永重 英和さん
民生委員協議会
地域福祉推進部会長

在町 香月
東成区社会福祉協議会
地域支援担当管理者

殿井 祐一
東成区社会福祉協議会 
地域生活支援ワーカー

司会

　東成区では、さまざまな理由でごみを片付けることができずに、また収集してしまうことで、居宅内がごみであふれてしまう高
齢者や障がい者など、援助を必要としている方がいます。このような方の支援に向けた流れが東成区地域支援調整チームにお
いて検討されました。そして、平成２３年３月に東成区役所内に「くらしリセット検討会議」が設置され、チームによる支援の仕組み
が作られました。この支援の目的は、ごみを片付けることから始め、地域の人とのつながりを取り戻しながら、ご本人が望む暮ら
しに向け支援していくことにあります。今回は、いわゆるごみ屋敷に住む方への支援に関わっておられる方にお集まりいただき、
それぞれの支援活動の経験をお話していただきました。そしてその経験をもとに考えられる東成区の地域福祉の方向性につい
て語っていただきました。

いわゆるごみ屋敷に住む要援助者への支援について
～くらしリセット検討会議をとおしてみえてくること～座談会座談会

在町　今日は、いわゆるごみ屋敷に住む方への支援から、東成区における今後の地
域福祉を考えていくというテーマでお集まりいただきました。これまで支援してきた
ことを振り返りつつ、それぞれの支援の大切さを一緒に考えていきたいと思ってい
ます。早速ですが、永重さんは民生委員長と地域住民でもあるという立ち位置で、
地域の方だけで支援をしたことがあるそうですね。

それぞれに理由がある
永重　東中本で民生委員長をしている永重です。ごみを選別しないで出していたの
で回収してもらえず、それが溜まって居宅にごみがあふれてしまったケースに対応
したことがあります。私が車を出して、担当民生委員の経営するマンションのストッ
クヤードまで、運び出したことがありました。
在町　では、専門職が中心に支援をした事例はありますか。
殿井　東成区社会福祉協議会地域生活支援ワーカーの殿井です。３月までは地域包
括支援センター職員をしていました。近隣の方から匂いがひどいと区役所に相談が
あり、東陽地域総合相談窓口と一緒に支援しました。親族さんとお会いしてご本人の
家の状況を確認させてもらうと、ごみがあふれ、トイレが壊れて使えなくて匂いがひ
どくなっていました。年齢とともに体の調子も悪くなり、周りの方とのコミュニケーショ
ンがうまく取れない障害があり、誰にも相談できずにいたらしいです。片づけをはじめ
ていくと大掃除になり、ご本人も前向きに片づけてくれました。ごみの回収はサン
ローズオオサカさんに協力してもらうことができました。ご本人はその後、介護保険
の申請をしてサービスを使って入浴するようになり、表情が明るくなりました。
金中　東陽地域総合相談窓口で相談員をしている金中です。私もその支援に関
わっていました。身体的な障害も背景にあって、自分が困っている状況を相談できる
ところがなくて、本人もつらかっただろうと感じます。地域の方にその方の存在を
知ってもらう必要があると思い、一緒にふれあい喫茶など地域の活動に参加させて
もらっています。障害があることで周りへ気をつかい地域とのつながりを持ててい
なかったようで、ひとまとめにごみ屋敷というのではなく、その人なりの理由がある
のだと思いました。
上田　東成区北部地域包括支援センターで管理者をしている上田です。ごみを出したく
て出せない場合もあれば、本人がごみだと思わずに集めてくる場合もあります。その場
合、本人は困っていないので自分からSOSの意思表示をすることがあまりありません。
在町　ごみを片付けられない理由や、抱えている背景を保健師の立ち位置からは、
どのように見ていますか。
伊野　保健福祉センターで保健師の係長をしている伊野です。悪臭がしたり害虫が
わいていても、それがよくないと認識をもてないのは病気や障害による場合も多い
と思われます。医療につなげる必要がある場合は関係づくりを図りながらすすめま
す。一度片づけても、再び悪い環境にならないようにするのが難しい点です。
在町　ご本人への関わりの難しさや、片づけた後にその方にとっての地域での生活
が課題ですね。それでは、くらしリセット検討会議が出来てからの支援の経験をお話
していただけますか。

地域でのつながりを取り戻す
塩田　宝栄地域福祉活動サポーターの塩田です。ご本人から区役所の方に片づけ
たいと相談があったことがきっかけで、くらしリセット検討会議を開くことになりまし
た。ご本人の前向きな気持ちで始まったものの、片付けたくない気持ちも見え隠れ
して、周りの者が本人のやる気を奮い立たせながら進みました。これだけは捨てたく
ないという本人の気持ちと周囲の捨てなくてはいけないという気持ちが折り合わ

ず、途中で終わってしまいましたが、その後チームでローテーションを組んで訪問す
るたびにご本人は前向きに掃除をされていました。
上田　片づけたことで生活スペースができて、過ごしやすくなったのを実感できた
のかもしれません。
塩田　地域でのつながりを取り戻しながら、ご本人の望むくらしにむけて支援すると
いう点が難しいと感じます。世間話ができるところまで関係づくりができたけれど、注
意をすると関係が壊れてしまう心配があるので、どのように注意していいのか分かり
ません。いつでもきれいに保つことが望んでいる暮らしではないとも感じます。
伊野　考え方や価値観は人それぞれなので、自分の価値観を押し付けてはいけな
いと思います。集めてくることがその人の生きがいであり、気持ちの安定につなが
ることもあるので、近隣が迷惑を受けない範囲でどこまで認めるのかバランスが
難しいです。

バランスが大切
永重　周囲が気づいていない隠れごみ屋敷は、時間がたてばたつほど増えていく
と思います。地域の環境衛生に関わることなので、行政と専門職と地域住民で力を
合わせて取り組まないといけないです。
殿井　片づけることを強制するのではなく、積極的にその人に介入する仕組みが必
要だと思います。本人の望む暮らしは本人が言葉に出したものと、専門職や地域の
方が見た本人にとっての一番いい暮らしを総合的に組み合わせたものでないと、地
域の中では暮らしていけないと思います。
上田　近隣に住んでいる方は、火事の不安も重々あるのが分かります。近隣に住ん
でおられる方の許容範囲と本人の望むくらしとのバランスのとり方が支援する立場
としてはとても難しいと感じます。
金中　解決には時間がかかると思っています。ただ、２４時間３６５日住んでおられる
近隣の方のことを思うと、そこに住んでいない自分からはなんと言って差しあげて
いいのかわかりません。専門職としては、折り合いをつけながら、その人がそこで暮
らしていくためにはどうしたらいいのかを考えます。

制度への期待
伊野　地域の方の見守りが継続してあるといいですね。行政も地域も関係機関も
一緒になって支援の形が出来上がっているのが東成区の強みだと思います。去年、
大阪市全体としてでごみ屋敷の実態調査があり、対策案のパブリックコメントが６月
中旬から実施され、その後具体になっていく予定です。
上田　行政、地域、関係機関がうまく連携できれば制度がうまく機能すると思い
ます。
殿井　今まで東成で作られたおまもりネット事業も、地域ケアネットワーク連絡会も
このくらしリセット検討会議にしても、まず個人や地域の困りごとというニーズが
あって、それを解決するために専門部会や実務者会議で話をして作られてきました。
伊野　新しい制度は、一歩前へ進めるための位置づけとして機能していくのだと思
います。
殿井　制度的な裏付けができれば、動きやすくなる面があります。

未然に防ぐ
金中　いわゆるごみ屋敷という呼び方は周りから見たらごみ屋敷に見えるというと
ころを現しています。情報をもとに専門職が入ることによって背景や原因がわかる
と解決できるごみ屋敷があります。認知症で分別できないためにごみがたまる人の
場合であれば、そこを手伝ってくれたり、適切なサービスが入ることで暮らしが取り

戻せる場合があります。そのことをみんなで共有できる場ができると、地域の方も
理解してくださいます。
永重　地域の見守りの過程で早く気付いてあげることも大切だと思います。
在町　事態が悪くなる前に、つながりのなかで気づけるといいですね。
金中　ちょっと気になる段階で、地域から情報をもらって専門職が動くという流れを
つくるためには、まず地域と専門職の関係ができている必要があります。相談して
もらって、未然に防ぐというこが大切だと思います。
殿井　ごみ屋敷という言葉が悪い印象で広まってしまったと感じます。ごみ屋敷と
いうひとくくりで、変な人、困った人と見てしまい、何らかの理由により困り事を抱え
た人という見方ができなくなっています。
上田　「いわゆる」という表現は、専門職側の先入観を無くしていこうという心構え
にもつながります。困った人として接するのではなく、困り事について支援していき
たいというスタンスが伝わらないと信頼関係はつくれません。２、３年かけて信頼関
係ができて、おまえが言うなら片づけると言ってくれたこともあります。
殿井　自分らしい暮らしを取り戻すまでには時間がかかります。片付いたとしても、
その後その人がそこに住み続けるためには、専門職や地域の方の関わりを上手く継
続できるものにしていかないといけません。
上田　近隣の方で勇気づける方がいたり、フォローしてくれる方がいたりと、いろい
ろな支援スタイルで、ご本人と関わってくれることが必要です。
在町　信頼関係を築くことや再びごみ屋敷にならないためには、長い関わりが必要
だということですね。では、支援をつうじて、これから東成区がどんなまちになってほ
しいかをこれまでの話を踏まえながらお話していただけますか。

どんな東成になってほしいか
殿井　相談を受けとめる体制を専門職側が作っていないといけないと感じます。見
守ってニーズをキャッチする人と、そのキャッチしたものを受け止めて対応を一緒に
考える人が、途切れることなく円のようになっているまちがいいと思います。
永重　見守り活動をしていて異変に気づいたときに地域包括支援センターや区役
所に相談するという流れをつくっていけば、うまくニーズを発見できる気がします。
登校時の見守り活動や、高齢者の見守り活動によって、それらの活動が困っている
人にいち早く気づくことにつながっています。
塩田　私は母親でもありますから、子どもたちが成長したとき東成で家庭をもちた
いと思えるようなまちにしたいと思っています。住みたいなと思えるまちが一番。
金中　地域の方が自分の地域のために動いておられることにはいつも驚いていま
す。住み続けたいと思えるまちをつくるお手伝いをするために、自分にできることは
何かを問いながら仕事をしたいと思っています。
上田　複雑な課題を抱えた高齢者が増えていて、地域包括支援センターとして支
援方法に悩むケースがたくさんあります。色々な方の力を借り、視点を聞き、ヒント
が見えることがあります。みなさんの力が結集できる地域になれば支援の輪が広が
ると感じています。
伊野　認知症の高齢者を、行きつけのお店の店主や地域の方が見守ってくださっ
ている、温かいまちだと感じています。保健師として皆さんと一緒にこれからも支
援に関わっていきたいし、みんなで関わっていける東成だと、今日あらためて確認
できました。
在町　チームの力を大切に、そして住み続けたいと思う東成区になったらいいな
という思いで、これからも力を合わせて、そんな東成区をみんなで作っていきま
しょう。今日は本当にありがとうございました。

　東成区社会福祉協議会では、毎年、区民まつりに出店し、区社
協の取り組みを紹介するとともに、ボランティアの方々の協力を
得て、親子で楽しめる工作を実施しています。
　今年も、工作の制作補助をしていただくボランティアさんを募
集します。たくさんの来場者とのふれあいを楽しみながら、活動
にご協力いただけませんか。もちろん、当日は交代で休憩をとり
ますので、他の出店コーナーも回っていただけます。

今年はプルタブをリサイクルした
工作などをします。

昨年の様子


